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図表1　「この１年で、あなたが使用している日用品・化粧品の
　　　 　値段に変化を感じますか。（お答えは１つ）」への回答

とても値上がりしていると感じる 少し値下がりしていると感じる
少し値上がりしていると感じる とても値下がりしていると感じる
値段は変わらない

図表2　「あなたが愛用している日用品・化粧品が１割値上がり
　　　　したとして、同じ商品を買い続けますか。それぞれの
　　　　品目について教えてください。（お答えはそれぞれ
　　　　１つ）」への回答（抜粋）
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資
源
、
原
材
料
費
の
高
騰
な
ど
、
様
々

な
要
因
に
よ
っ
て
値
上
げ
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
こ
の
1
年
で
値
上
げ
に
よ
っ
て
家

計
に
影
響
の
あ
っ
た
も
の
を
聞
く
と
、「
食

料
品
」（
62
・
7
％
）、「
水
光
熱
費
」（
51
・

0
％
）、「
ガ
ソ
リ
ン
」（
50
・
5
％
）、「
日

用
品
・
化
粧
品
」（
29
・
4
％
）
の
順
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
の
1
年
で
、
あ
な
た
が
使
用

し
て
い
る
日
用
品
・
化
粧
品
の
値
段
に
変
化

を
感
じ
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
今
年

1
月
の
調
査
で
は
「
と
て
も
値
上
が
り
し
て

い
る
と
感
じ
る
」「
少
し
値
上
が
り
し
て
い

る
と
感
じ
る
」
の
合
計
は
45
・
5
％
（
図
表

１
左
）
で
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
全

体
で
78
・
0
％
（
図
表
1
右
）。
特
に
「
と

て
も
値
上
が
り
し
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
愛
用
し
て
い
る
日
用
品
・
化
粧
品
が
1

割
値
上
が
り
し
た
と
し

て
、
同
じ
商
品
を
買
い
続

け
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と

こ
ろ
（
図
表
2
）、
ほ
と
ん

ど
の
品
目
で
50
％
以
上
の

人
が
「
買
い
続
け
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。「
買
い

続
け
る
」
が
最
も
多
い
の

は
「
シ
ャ
ン
プ
ー
」（
79
・

1
％
）
で
し
た
。　

　

い
つ
も
買
う
日
用
品
・

化
粧
品
を
決
め
て
い
る
理

由
を
聞
く
と
、「
価
格
に
納

得
感
が
あ
る
か
ら
」（
26
・

5
％
）、「
安
い
か
ら
」

（
19
・
3
％
）
と
い
っ
た

値
段
に
関
す
る
回
答
以
上

に
、「
気
に
入
っ
て
い
る
か

ら
」（
49
・
1
％
）、「
機
能

が
い
い
か
ら
」（
33
・
1
％
）、「
昔
か
ら
使
っ

て
い
る
か
ら
」（
30
・
7
％
）
と
回
答
し
た

割
合
が
高
く
、
愛
用
し
て
い
る
も
の
を
す
ぐ

さ
ま
切
り
替
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
な
い
、
と
い
う
複
雑
な
心
理
が
見
え
て

き
ま
す
。

　

様
々
な
商
品
の
値
上
げ
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
貯
金
を
増
や
そ
う
と
思
う
か
、

節
約
し
よ
う
と
思
う
か
を
聞
き
ま
し
た
。

貯
金
に
つ
い
て
は
、「
と
て
も
そ
う
思
う
」

が
28
・
2
％
、「
少
し
思
う
」
が
29
・
3
％

で
、
合
計
は
57
・
5
％
と
半
数
を
超
え
て
い

ま
す
。
節
約
に
つ
い
て
は
「
と
て
も
そ
う
思

う
」
が
45
・
5
％
、「
少
し
思
う
」
が
36
・

0
％
で
、
合
計
す
る
と
81
・
5
％
に
な
り
、

貯
金
を
増
や
す
以
上
に
節
約
し
よ
う
と
考
え

る
人
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
男
女

と
も
に
年
代
別
に
よ
る
カ
ー
ブ
は
同
じ
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、「
20
代
」
や
「
70
代
以

上
」
が
、
ほ
か
の
年
代
と
比
べ
る
と
「
と
て

も
そ
う
思
う
」の
割
合
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする『Fromプラネット』。
今号では、値上げに関する意識調査の結果を一部ご紹介します。

値
上
げ
値
上
が
り
を
実
感
す
る
人
が
大
幅
増

値
上
が
り
し
て
も

愛
用
品
は
買
い
続
け
る

貯
金
よ
り
も
節
約
の
志
向

調査機関：株式会社プラネットによる
調査企画をもとに、株式会社ネオマー
ケティングにて「値上げ」に関する意識
調査を実施。
期 間：2022年5月31日～ 6月3日、イ
ンターネットで4,000人が回答。
バックナンバーより時節に合ったトピッ
クをご紹介しています。

詳しくはWebへ
「値上げ」
ホームページまたは二次元バー
コードからご覧ください

 意識調査 Fromプ ラ ネット

テーマ
家
計
に
最
も
影
響
が
あ
っ
た
の
は

「
食
料
品
」
の
値
上
げ
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い
る
。
２
０
１
９
年
か
ら
始
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
な
流
行
は
、
人
や
モ
ノ
の
交
流

が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
現
代
社
会
の

脆
弱
性
を
さ
ら
け
出
し
、
世
界
の
あ

り
方
を
大
き
く
変
え
た
。

　

現
在
、
日
本
に
住
む
私
た
ち
が
直

面
す
る
最
大
の
危
機
は
、
今
世
紀
半

ば
ま
で
に
必
ず
起
き
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
首
都
直

下
型
地
震
で
あ
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
今
後
40
年

以
内
に
約
90
％
の
確
率
で
発
生
す

る
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
時
期
は

２
０
３
５
年
±
10
年
。
す
な
わ
ち
、

３
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　

２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
東
北
地
方
の
沿
岸
部

を
中
心
に
、
死
者
・
行
方
不
明
者

１
万
８
０
０
０
人
以
上
と
い
う
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
は
全
世
界
に
衝

撃
を
与
え
、
現
在
も
多
く
の
避
難
民
が

帰
還
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
後
も
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
、

２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
な
ど
、
甚

大
な
被
害
を
出
す
自
然
災
害
が
全
国

各
地
で
頻
発
し
て
い
る
。

　

自
然
災
害
だ
け
で
は
な
い
。
国
境

を
越
え
て
攻
撃
し
て
く
る
サ
イ
バ
ー

犯
罪
や
感
染
症
の
脅
威
も
増
大
し
て

9.
1
、
死
者
32
万
３
０
０
０
人
、

全
壊
２
３
８
万
棟
、
被
害
総
額
は

２
１
４
兆
円
と
さ
れ
、
５
メ
ー
ト
ル

以
上
の
津
波
が
押
し
寄
せ
る
エ
リ
ア

は
13
都
府
県
１
２
４
市
町
村
に
及
ぶ
。

　

南
海
ト
ラ
フ
と
近
接
し
て
起
こ
る
と

さ
れ
る
首
都
直
下
型
地
震
は
、
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
死
者
２
万
３
０
０
０
人
、

全
壊
・
焼
失
61
万
棟
、
被
害
総
額

95
兆
円
に
上
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

両
方
を
合
わ
せ
る
と
、
被
害
総
額
は

３
０
０
兆
円
を
超
え
、
ま
さ
に
国
の
存

続
そ
の
も
の
を
脅
か
す
国
難
級
の
災
害

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
1
）。

　

被
害
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
発
生
し
た
場
合
は
、
被
害
を

乗
り
越
え
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
実

現
す
る
力
を
高
め
て
い
か
な
く
て
は
な

図表1　21世紀前半の国難級災害とその後の苦境

極端気象・気候変動

わが国史上初の人口減少局面/ 高齢化の進展/ エネルギー・食料自給率の減少

（連続災害）

2020 2035 2050

（都市災害）

（広域災害）

千島海溝地震津波
（国際人道支援）

時間的に近接する
首都直下地震

南海トラフ地震

西日本を中心に頻発する
直下型地震

長期にわたる
復旧・復興

300兆円

出典：『しなやかな社会の実現 きたるべき国難の先に』／「レジリエンス社会」をつくる研究会、 
　　　高島雄哉 著（日経BPコンサルティング）

前田 裕二（まえだ ゆうじ）

NTT宇宙環境エネルギー研究所 
所長
博士（システム情報科学）

ＮＴＴ宇宙環境エネルギー研究所
地球環境の再生と持続可能かつ包摂的な社会の実現に
向けた革新的技術の創出を目的とするNTT持株会社の
研究所（2020年７月発足）。防災科学技術研究所との共
同研究会、「レジリエンス社会」をつくる研究会におい
て、「しなやかな社会」に関する共著をシリーズで発表。
最新刊に『しなやかな社会の実現』（2022年）がある。
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異
常
気
象
に
よ
る
災
害
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
逼
迫
な
ど
、
世
界
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
が
発
生
し
て
い
る
。
国
難
級
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
社
会
や
企
業
、
個
人
は
ど
の
よ
う
に
復
旧
・

回
復
を
図
っ
て
い
く
の
か
。
未
知
の
脅
威
を
乗
り
越
え
る
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
提
言
を
紹
介
す
る
。

特集

監
修
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
宇
宙
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所　

多
様
な
危
機
に
直
面
す
る
現
代

迫
り
来
る
巨
大
地
震

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
し
な
や
か
な
）社
会
」の
実
現

〜
未
知
の
脅
威
を
乗
り
越
え
る



f
o
r
m
）と
適
応
す
る（
A
d
a
p
t

）

で
、
機
能
が
元
の
形
に
戻
ら
な
い
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、
明
確
に
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
す
べ
て
の
機
能
を
元
の

状
態
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
高
め
た

ほ
う
が
良
い
機
能
は
高
め
、
減
ら
し
て

も
良
い
機
能
は
減
ら
し
て
い
く
。
現
実

に
即
し
て
前
と
は
違
う
レ
ベ
ル
で
安
定

す
る
形
で
あ
る
（
よ
り
新
し
い
形
に
変

容
す
る
：
塑そ

性せ
い

）。
災
害
を
契
機
に
災

害
前
よ
り
良
く
な
る
復
興
を
目
指
す
、

「
ビ
ル
ド
バ
ッ
ク
ベ
タ
ー
（
B
u
i
l
d 

B
a
c
k 

B
e
t
t
e
r

）」
の
発
想

で
あ
り
、
今
後
の
復
興
の
ベ
ー
ス
と
な

る
考
え
方
で
あ
る
。

　

三
つ
の
図
形
の
振
る
舞
い
は
、
自
然

災
害
の
種
類
や
大
き
さ
、
強
さ
な
ど
と

と
も
に
、
社
会
が
も
っ
て
い
る
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

　

社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
は
、
個

人
の
自
助
努
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

互
助
・
共
助
能
力
、
そ
し
て
社
会
の

公
助
能
力
の
相
互
関
係
な
ど
に
よ
る
。

そ
こ
に
影
響
を
与
え
る
の
が
、
社
会

構
造
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
、
科

学
技
術
の
進
展
で
あ
る
。
社
会
や
生

活
の
変
化
は
自
然
環
境
の
変
化
を
も

た
ら
し
、
極
端
気
象
と
い
う
形
で
、

災
害
が
起
こ
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

社
会
の
構
造
や
し
く
み
、
生
活
ス
タ

イ
ル
な
ど
を
よ
り
望
ま
し
い
方
向
に

向
け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

　

企
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

ビ
ル
ド
バ
ッ
ク
ベ
タ
ー
の
発
想
を
念

頭
に
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
を
高
め
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

い
ざ
災
害
・
危
機
が
発
生
し
た
場

合
は
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
ス
ム
ー

ズ
に
事
業
再
開
で
き
る
方
策
を
講
じ
て

お
く
と
と
も
に
、
脆
弱
な
部
分
を
見
直

し
、
災
害
・
危
機
前
よ
り
進
化
し
た
事

業
体
に
変
容
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
、
目
指
す
方
向
性
や
将
来
像
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。
自
社
の
あ
る
べ

き
姿
を
青
写
真
と
し
て
描
き
、
社
内
で

共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

青
写
真
の
実
現
手
段
も
具
体
化
し
て

お
か
な
け
れ
ば
、
実
際
の
災
害
・
危
機

発
生
後
は
元
に
戻
す
復
旧
だ
け
で
力

尽
き
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
本
社
や
間

接
部
門
な
ど
の
地
域
分
散
を
拡
大
し
、

地
方
に
住
み
な
が
ら
本
社
業
務
に
従

事
で
き
る
働
き
方
を
推
進
し
て
お
り
、

2
0
2
2
年
７
月
か
ら
リ
モ
ー
ト
勤

務
で
き
る
す
べ
て
の
社
員
が
自
宅
勤

務
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
構
想
は
以

図表2　「レジリエントな社会」の概要

※1 人新世（じんしんせい・ひとしんせい）：ノーベル化学賞受賞者のオランダ人化学者パウル・クルッツェンによって考案された「人類の新しい時代」という意味の新しい時代区分

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
の
が「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
※2
」と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
何
か
。
私
た
ち

は
、
災
害
発
生
前
の
機
能
に
戻
す
た
め

に
「
抵
抗
力
を
高
め
て
被
害
を
抑
止
」

す
る
と
と
も
に
、「
回
復
力
を
高
め
て

復
旧
時
間
を
短
縮
す
る
」
と
い
う
能
力

を
総
合
し
た
も
の
と
捉
え
て
き
た
。

　

図
表
２
は
今
後
、
日
本
が
目
指
す
べ

き
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
」
を
表
し

た
も
の
だ
（
一
部
抜
粋
）。「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
レ
ス
ポ
ン
ス
」
の
三
つ
の
図
形
は
、

縦
軸
が
「
機
能
」、
横
軸
が
「
時
間
」

を
示
す
。
平
時
の
機
能
を
１
０
０
％
と

す
る
と
、
災
害
・
危
機
の
発
生
で
そ
れ

が
大
き
く
下
が
り
、
時
間
を
か
け
て
元

に
戻
る
過
程
を
表
し
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、抵
抗
す
る（
R
e
s
i
s
t

）

と
吸
収
す
る
（
A
b
s
o
r
b
）
で
、

外
か
ら
の
力
に
対
抗
、
抵
抗
す
る
、
あ

る
い
は
そ
の
力
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
う

対
応
の
仕
方
で
あ
る（
耐
え
る
：
靭じ

ん

性せ
い

）。

　

二
つ
目
は
、順
応
す
る（
A

 

c

 

c

 
o
 m 

m
o
d
a
t
e
）
と
回
復
す
る

（
R
e
c
o
v
e
r

）
で
、
一
時
的
に
機

能
を
失
う
が
、
時
間
を
か
け
れ
ば
元
に

戻
る
形
で
あ
る
（
復
元
す
る
：
弾
性
）。

　

三
つ
目
は
、変
形
す
る
（
T

 

r

 

a

 
n
 s 

よ
り
良
い
復
興
を
目
指
す

「
ビ
ル
ド
バ
ッ
ク
ベ
タ
ー
」へ

未
知
の
脅
威
の
発
生
に
備
え

復
興
後
の
青
写
真
を
描
く

※2 レジリエンス：英語のResilienceは「復元力、回復力、弾力性」などと訳される言葉で、近年は「困難な状況にもかかわらず、しなやかに適応して生き延びる力」という意で使われる

社会構造や生活スタイルの変遷
●　人口減少、少子高齢化、過疎化、
　 都市への集中
●　災害に対して脆弱な地域の開発
●　生産の集約化と相互依存性の増大

自然環境の変化
●　自然災害の激甚化、広域化、多頻度化
●　地球温暖化等による長期的な環境の変化
  （急激な変化を含む）

科学技術の進展
●　データ・情報がいつでもどこでも誰でも
　利用可能
●　通信への依存度・維持負担の増加
●　ICTの急激な発展
●　データが溢れ多大な影響を及ぼす社会

社会のレジリエンスの主体は、 個人、コミュニティ、国家など多様な階層で成り立つ。

レジリエンス向上の
ための取組

社会変化

極端気象

人新世※1

レジリエンス能力

レジリエンスレスポンス

自助能力

互助・共助能力

災害前の
社会の状態

あらゆる種類の災害・危機

災害後の
社会の状態

公助能力

社会の状態

耐える（靭性）

Resist
Absorb

復元する（弾性）

Accommodate
Recover

より新しい形に変容する（塑性）

Transform
Adapt
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「レジリエンス社会」の実現

前
か
ら
あ
っ
た
が
、
背
中
を
押
し
た

の
が
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
」
が
常
態
化
し
て
い
る
現
在
、
目
指

す
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
社
会
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
そ
の
一
つ
の
カ
タ
チ
が
「
自

律
・
分
散
・
協
調
型
社
会
」
で
あ
る
。

　

図
表
３
は
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権

型
社
会
と
自
律
・
分
散
・
協
調
型
社

会
を
対
比
し
た
も
の
だ
。
教
育
や
医

療
、
職
業
な
ど
の
分
野
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
進
展
に
よ
っ
て

「
ワ
ン
プ
ラ
ネ
ッ
ト
（
一
つ
の
惑
星
）

化
」
し
、「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
国
境
を
越
え
た
）
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

を
向
上
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

重
要
な
の
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
「
ロ
ー
カ
ル
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

生
き
る
た
め
に
不
可
欠
な
水
、
食
糧
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
ま
い
の
四
つ
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
自
律
」
的
に
確

保
で
き
る
よ
う
自
給
率
を
上
げ
、
人

口
や
経
済
活
動
な
ど
を
「
分
散
」
し

て
被
害
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
情
報
通

信
技
術
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
各
地

域
が
「
協
調
」
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
大
都
市
へ
の
一

極
集
中
か
ら
地
方
へ
の
分
散
を
進
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
を
確
保
で
き
、
魅
力
あ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
送
れ
る
「
地
産
地
消
型

社
会
」
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
で
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
を
高
め
て
お
く
。

行
き
過
ぎ
た
経
済
中
心
の
社
会
を

是
正
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
。
産

業
革
命
以
後
の
約
２
０
０
年
で
人
間

が
も
た
ら
し
た
環
境
破
壊
の
影
響
は

あ
ま
り
に
大
き
く
、
水
や
食
糧
な
ど

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ニ
ー
ズ
の
確
保
を
危

う
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境

の
悪
化
が
災
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

結
果
を
招
い
て
い
る
。
経
済
至
上
主

義
を
脱
し
、
お
金
よ
り
も
健
康
や
生

き
が
い
を
重
視
し
、
一
人
ひ
と
り
が

充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
な
価

値
観
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
こ

の
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
災
害
・
危
機
を
減
ら
し
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
の
あ
る
持
続
可
能
な

社
会
に
す
る
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
減
ら
し
、
早
期
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が

技
術
革
新
で
あ
る
。
科
学
技
術
立
国
と

し
て
、
経
済
成
長
と
環
境
負
荷
低
減

を
同
時
に
図
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
力
が
求
め
ら
れ
る
。
革
新
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
働
き
方
や
生
活
を
変
え

る
だ
け
で
な
く
、
災
害
・
危
機
を
事
前

に
予
測
し
、
そ
の
被
害
を
小
さ
く
す
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

社
会
は
何
か
の
き
っ
か
け
が
な
い

と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
か
な
い
。
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
た
め
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
は
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
急
速
に
広
ま
っ

た
。
ピ
ン
チ
は
新
し
い
こ
と
を
生
み

出
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
変
化
を
す
ん
な
り
と
受

け
入
れ
る
若
い
世
代
を
中
心
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
が
浸
透
し
、「
増
や

し
て
豊
か
に
す
る
」
か
ら
「
減
ら
し

て
豊
か
に
す
る
」
方
向
性
へ
、
社
会

の
価
値
観
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ

る
。「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
社
会
」
の
実
現

は
、
地
球
全
体
の
自
然
バ
ラ
ン
ス
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
国
、

自
治
体
、
企
業
、
家
庭
の
そ
れ
ぞ
れ

が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
を
高
め
な
が
ら
、

国
難
級
の
災
害
・
危
機
が
発
生
し
た

場
合
で
も
最
小
限
の
被
害
で
乗
り
越

え
る
備
え
や
戦
略
を
持
ち
、
具
体
策

を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

特集

図表3　自律・分散・協調とニューノーマル

　図表2・３ 出典：『しなやかな社会の実現 きたるべき国難の先に』／「レジリエンス社会」をつくる研究会、高島雄哉 著（日経BPコンサルティング）

中央集権型社会
Local/Physical

自律・分散・協調型社会
Glocal/Cyber・Physical

新型コロナ禍
（大都市で拡大）

中央集権型社会

輸入に頼る
化石燃料依存

自然災害の増加・激化
総合治水管理の限界

大都市でのGoods/Services
大量消費のための社会 それぞれの場所でのGoods/Services

地産地消型消費のための社会

芸術娯楽 New Normal

One planet
Transnational
Resilience

Local Resilience
Human Basic Needsの自給率向上

Physical World

Cyber World

Physical World

職業

教育 医療

住まい

エネルギー

食糧 水

E-commute
Tele-service
Digital economy

契機となる
イノベーション

暮らし
見直し
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ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
き
っ
か
け
に

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
社
会
の
実
現
へ

地
産
地
消
型
社
会
に
よ
り

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
を
高
め
る



田
上　

以
前
、
前
野
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
実
は
「
幸
せ
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
前
か
ら
気
に
な
っ
て

い
て
、
２
０
１
７
年
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
検

索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
４
０
０
０
件
く
ら

い
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。「
誕
生
日
、
結
婚

式
、
お
祝
い
さ
れ
て
」「
他
人
の
笑
顔
を

見
る
、
好
き
な
人
を
眺
め
る
」「
き
れ
い

な
も
の
を
見
る
、
豪
華
な
体
験
を
す
る
」

「
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
る
、
お
酒
を
飲

む
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ツ
イ
ー
ト
が
あ

り
、
幸
せ
の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

と
思
い
ま
し
た
。

前
野　

そ
の
検
索
結
果
は
、
自
分
が
幸

せ
に
思
っ
た
こ
と
を
主
観
的
に
書
い
て

い
る
の
で
、
そ
う
い
う
答
え
が
返
っ
て

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
が
「
こ
う
な
る
と
幸
せ
だ
」
と
思
っ

て
い
る
こ
と
と
「
本
当
の
幸
せ
」
は
違

い
ま
す
。

　
「
幸
せ
」
に
は
、「
地
位
財
」
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
幸
せ
と
、「
非
地
位
財
」
に

よ
る
幸
せ
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
前
者

は
周
囲
と
の
比
較
に
よ
っ
て
満
足
を
得

る
も
の
で
、
収
入
を
は
じ
め
、
社
会
的

地
位
や
物
的
な
財
産
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。
後
者
は
他
人
と
の
比
較
に
関
係
な

幸せなチームが未来を拓く

ウェルビーイング経営のすすめ

健康で精神的にも満たされた幸福な状態＝ウェルビーイングが、
個人の生き方のみならず、組織の生産性を高めるキーワードとして注目を集めている。

コロナ禍を経て、働き方が大きく変化するなか、
ウェルビーイングの考え方を経営にどう活かしていけばよいのか。

幸福学（subjective well-being）研究の第一人者である前野隆司氏をお招きし、
当社社長・田上正勝とウェルビーイング経営について語り合っていただいた。

慶應義塾大学大学院
システムデザイン・マネジメント研究科教授
ウェルビーイングリサーチセンター長

前野 隆司氏

株式会社プラネット
代表取締役社長

田上 正勝

トップ
対談

長
続
き
す
る
幸
せ
と

色
あ
せ
る
幸
せ
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く
幸
せ
が
得
ら
れ
る
も
の
で
、
健
康
や

愛
情
を
は
じ
め
、
自
由
や
自
主
性
、
社

会
へ
の
帰
属
意
識
、
良
質
な
環
境
な
ど

が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

給
料
が
上
が
っ
て
も
う
れ
し
い
の
は

ほ
ん
の
一
瞬
で
、
す
ぐ
に
そ
れ
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
、「
地
位

財
」
に
よ
る
幸
せ
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

一
方
、「
非
地
位
財
」
に
よ
る
幸
せ
は
持

続
性
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

田
上　

先
生
は
「
非
地
位
財
に
よ
る
幸

せ
に
は
四
つ
の
因
子
が
あ
る
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、
検
索
結
果
を
当

て
は
め
て
み
た
と
こ
ろ
一
致
し
な
い
因

子
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
幸
せ
を

感
じ
る
因
子
と
説
か
れ
て
い
る
「
楽
観

性
」
は
、「
幸
せ
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

で
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
野　

幸
福
学
の
研
究
か
ら
導
い
た
「
幸

せ
の
四
つ
の
因
子
」
は
、
何
が
幸
せ
に

関
係
す
る
か
と
い
う
心
理
学
の
研
究
結

果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
分
析
し
た
も

の
で
す
。
検
索
結
果
の
80
％
ぐ
ら
い
は

一
致
し
ま
す
が
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
ら

な
い
残
り
20
％
ぐ
ら
い
が
重
要
で
、
利

他
性
や
貢
献
感
、
楽
観
性
な
ど
が
「
本

当
の
幸
せ
」
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の

成
長
を
感
じ
た
り
、
他
人
の
役
に
立
っ

た
り
す
る
こ
と
が
長
続
き
す
る
「
本
当

の
幸
せ
」
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

田
上　
「
幸
せ
の
四
つ
の
因
子
」
に
つ
い

て
、
改
め
て
簡
単
に
ご
説
明
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

前
野　

研
究
結
果
で
は
、
幸
せ
を
感
じ

る
に
は
四
つ
の
因
子
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
だ
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
目

は
「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
因
子
で
、
仕

事
な
ど
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
自
発
的

に
取
り
組
み
、
個
人
的
な
成
長
を
感
じ

ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

二
つ
目
が
「
あ
り
が
と
う
！
」
因
子
。

感
謝
す
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
と
つ
な

が
り
、
孤
独
感
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と

や
、
社
会
に
貢
献
し
、
人
を
喜
ば
せ
る

こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
が
「
何
と
か
な
る
！
」
因
子

で
、
楽
観
性
を
持
ち
、
前
向
き
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
で
す
。

　

そ
し
て
四
つ
目
が
「
あ
な
た
ら
し

く
！
」
因
子
。
他
人
と
比
べ
ず
、
自
分

の
個
性
を
生
か
す
こ
と
で
す
。

　

こ
の
四
つ
が
満
た
さ
れ
る
と
幸
せ
に

な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も
仕
事
の

で
き
る
人
財
に
な
り
ま
す
。

田
上　

私
は
楽
観
的
な
の
で
、
常
に
何

と
か
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
か

ら
は
「
大
丈
夫
か
」
と
心
配
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
先
の
見
え
な
い
こ

と
を
心
配
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
し
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
も
よ
い
こ
と
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

前
野　

企
業
に
お
い
て
社
長
が
四
つ
の

因
子
を
満
た
し
、
幸
せ
で
あ
る
こ
と
は

と
て
も
大
事
で
す
。
幸
せ
は
伝
播
し
ま

す
。
ト
ッ
プ
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
暗
か
っ

た
ら
、
社
員
も
や
る
気
が
出
ま
せ
ん
よ

ね
。
た
だ
し
ト
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
社

員
の
皆
さ
ん
の
幸
福
度
も
高
い
か
ど
う

か
が
重
要
で
す
。

　

楽
観
性
に
は
よ
い
楽
観
性
と
悪
い
楽

観
性
が
あ
り
ま
す
。「
何
の
根
拠
も
な

く
、
適
当
に
や
っ
て
い
る
け
ど
何
と
か

な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
は
悪
い
楽
観

性
。
よ
い
の
は
「
や
る
べ
き
こ
と
を
き

ち
ん
と
や
っ
た
か
ら
何
と
か
な
る
」
と

い
う
楽
観
性
で
す
。
こ
う
し
た
楽
観
性

を
皆
さ
ん
が
持
つ
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

難
し
い
の
は
、
役
職
が
上
の
人
ほ
ど

楽
観
性
を
持
ち
や
す
く
、
若
い
人
は
持

ち
に
く
い
点
で
す
。
そ
こ
で
管
理
職
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
部
下
を
「
間
違
っ
て

い
た
じ
ゃ
な
い
か
」「
失
敗
し
た
じ
ゃ
な

い
か
」
と
責
め
る
の
で
は
な
く
、「
頑

張
っ
た
ね
」「
次
は
成
功
す
る
よ
」
と
労

い
、
力
づ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
上

に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
寛
容
さ
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
組
織
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
認

め
る
風
土
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

田
上　
「
あ
り
が
と
う
！
」
因
子
に
も
つ

「
四
つ
の
因
子
」
を
満
た
せ
ば

仕
事
で
も
有
能
さ
を
発
揮

社
員
が
幸
せ
だ
と

企
業
の
業
績
も
よ
く
な
る

な
が
る
話
で
す
ね
。

田
上　

先
生
の
研
究
で
は
、
幸
せ
に
な

る
こ
と
自
体
が
よ
い
こ
と
で
、
社
員
が

幸
せ
だ
と
企
業
の
業
績
も
よ
く
な
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
私
も
同
じ
よ

う
に
考
え
て
い
て
、
で
き
る
だ
け
社
員

の
自
主
性
を
尊
重
し
、
や
っ
て
み
る
機

会
を
増
や
し
た
方
が
会
社
全
体
の
士
気

が
上
が
り
、
ア
イ
デ
ア
も
出
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
野　

幸
せ
な
社
員
は
不
幸
せ
な
社
員

よ
り
創
造
性
が
３
倍
、
生
産
性
が
１
・
３

倍
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
欠

勤
率
や
離
職
率
も
低
く
、
ミ
ス
も
少
な

い
。
ま
た
、
幸
せ
な
人
は
不
幸
せ
な
人

よ
り
７
年
か
ら
10
年
、
健
康
で
長
生
き

し
ま
す
。
心
理
学
で
は
幸
せ
な
状
態
を

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
w
e
l
l

︲

b
e
i
n
g
）」
と
い
い
ま
す
が
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
状
態
で
働
く
こ
と
は

明
ら
か
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
自
動
車
販
売
会
社
は
、
社
員
の

幸
せ
を
第
一
に
考
え
た
経
営
を
行
い
、

全
国
の
販
社
で
ト
ッ
プ
の
業
績
を
ず
っ

と
維
持
し
て
い
ま
す
。
社
員
が
幸
せ
だ

と
利
他
的
に
な
り
、
常
に
お
客
様
の
利

益
を
考
え
て
ク
ル
マ
を
販
売
し
ま
す
。

結
果
的
に
お
客
様
の
満
足
度
が
高
ま
り
、
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VUCA※の時代をチャンスと捉え
社員の幸せを第一に考えて経営すれば

企業の業績は必ずよくなります
前野氏

値
引
き
し
な
く
て
も
売
れ
ま
す
。
社
員

が
幸
せ
に
な
れ
ば
、
企
業
の
業
績
も
よ

く
な
る
と
い
う
よ
い
例
で
す
。

田
上　

そ
う
い
う
考
え
方
が
経
営
ト
ッ

プ
か
ら
社
員
ま
で
広
が
っ
て
い
く
と
よ

い
で
す
ね
。

田
上　

当
社
の
お
客
様
は
日
用
品
・
化

粧
品
を
中
心
と
す
る
メ
ー
カ
ー
や
卸
売

業
で
、
大
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
の
会
社
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
観
点
か
ら
、
事
業
に

役
立
つ
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

前
野　

結
局
「
幸
せ
の
四
つ
の
因
子
」

の
話
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
満
た
さ

れ
る
ほ
ど
社
員
が
幸
せ
に
な
り
、
会
社

の
業
績
も
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は

「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
因
子
の
通
り
、
た

と
え
閉
塞
感
を
感
じ
る
状
況
で
あ
っ
て

も
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
の
「
あ
り
が
と
う
！
」
因
子

は
「
つ
な
が
り
と
感
謝
」
の
因
子
で
す

か
ら
、
業
界
の
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
つ

な
が
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
入

手
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ヒ
ン
ト
に
す
る

と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
「
何
と
か
な
る
！
」
因
子

も
、
他
社
と
連
携
し
た
り
社
内
で
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
つ
な
が
る
こ

と
で
「
何
と
か
な
る
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
で
す
。

　

四
つ
目
の
「
あ
な
た
ら
し
く
！
」
因

子
は
「
あ
り
の
ま
ま
に
」
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
会
社
と
し
て
の
個
性
、
つ

ま
り
自
分
た
ち
の
強
み
を
生
か
す
こ
と

を
考
え
る
。

田
上　

企
業
規
模
の
大
小
は
関
係
な
く

取
り
組
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

前
野　

む
し
ろ
小
さ
い
企
業
の
方
が
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
組
織
が
大
き
い
と
、
承
認

プ
ロ
セ
ス
も
複
雑
で
す
。
大
企
業
の
場

合
は
新
規
事
業
に
特
化
し
た
部
署
を
つ

く
り
、
そ
こ
に
集
中
さ
せ
て
取
り
組
む

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
業

種
・
業
態
で
も
、
よ
く
考
え
れ
ば
答
え

は
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り

方
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

田
上　

今
は
時
代
の
大
き
な
変
革
期
で
、

Ｉ
Ｔ
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
進
化
し
、

Ａ
Ｉ
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
新
し
い
も
の

が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

地
球
環
境
の
悪
化
に
加
え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
戦
争
な
ど
も
発
生
し
、
先
が
見
え

な
い
時
代
が
続
い
て
い
ま
す
。

前
野　

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
ね
。
幸
せ
の
条
件
か
ら
見
る
と
、

そ
う
い
う
時
こ
そ
じ
っ
と
息
を
潜
め
る

の
で
は
な
く
、
仲
間
や
チ
ー
ム
で
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
方
が
う
ま

く
い
く
場
合
が
多
い
ん
で
す
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
吹
き
荒
れ
た
こ
の
２
年
間
、

コ
ロ
ナ
だ
か
ら
と
縮
こ
ま
っ
て
い
た
企

業
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
企
業
と
で
は
大

き
な
差
が
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

田
上　

コ
ロ
ナ
が
よ
い
試
練
に
な
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
ね
。

前
野　

日
本
が
最
も
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

だ
っ
た
の
は
１
９
４
５
年
か
ら
50
年
に

か
け
て
で
す
。
戦
争
に
負
け
日
本
中
焼

け
野
原
だ
っ
た
中
、
起
業
数
が
非
常
に

多
く
、
現
在
の
ソ
ニ
ー
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

な
ど
、
そ
の
後
の
日
本
経
済
を
牽
引
す

る
企
業
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
た
り
育
っ

た
り
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
の

被
災
地
で
も
起
業
数
が
多
い
。
必
要
が

あ
る
か
ら
新
し
い
企
業
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

京
都
に
住
む
近
江
商
人
の
末
裔
の
方

の
話
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
で
家
を

失
い
、
困
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
か

ら
と
、
震
災
の
直
後
に
仙
台
に
マ
ン
シ
ョ

ン
を
建
て
不
動
産
事
業
を
始
め
ま
し

た
。
儲
け
て
や
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
被
災
者
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
る

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！

近
江
商
人
の
「
三
方
よ
し
」
に
学
ぶ

※ VUCA（ブーカ）：先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態。「Volatility（変動性）」「Uncertainty
 （不確実性）」「Complexity（複雑性）」「Ambiguity（曖昧性）」の頭文字をとったもの
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日用品・化粧品業界は「幸せ産業」なので
私たちが率先して
幸せになる必要があります
田上

を
考
え
た
上
で
の
社
会
貢
献
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
が

結
果
的
に
利
益
も
生
み
出
し
ま
す
。

　

近
江
商
人
に
と
っ
て
、
明
治
維
新
、

関
東
大
震
災
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
、

日
本
が
最
も
ピ
ン
チ
だ
っ
た
時
が
チ
ャ

ン
ス
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
売
り
手
と
買

い
手
が
満
足
し
、
な
お
か
つ
社
会
に
も

貢
献
す
る
と
い
う
近
江
商
人
の
「
三
方

よ
し
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
さ
に
幸

せ
に
な
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

田
上　

仕
事
を
す
る
上
で
余
裕
の
あ
る

人
と
な
い
人
で
は
幸
せ
の
度
合
い
が
違

う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

前
野　

普
通
に
考
え
れ
ば
余
裕
の
あ
る

人
の
方
が
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に

い
う
と
、
幸
せ
で
創
造
性
や
生
産
性
が

高
い
人
は
仕
事
が
早
い
で
す
か
ら
、
余

裕
が
あ
る
。
余
裕
が
で
き
る
と
、
さ
ら

に
創
造
的
な
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
好

循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
幸
せ
で
な
い
人
は
悩
む
時
間

が
長
い
。
幸
せ
な
人
は
何
か
失
敗
し
て

も
、
あ
れ
こ
れ
悩
む
前
に
す
ぐ
に
対
処

す
る
。
早
く
解
決
で
き
れ
ば
、
余
裕
も

生
ま
れ
ま
す
。
だ
か
ら
余
裕
の
あ
る
人

は
や
っ
ぱ
り
幸
せ
な
人
な
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

田
上　

心
に
余
裕
が
あ
る
か
ら
考
え
る

時
間
が
生
ま
れ
る
の
で
す
ね
。
何
か
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う

と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

田
上　

日
常
的
に
幸
福
度
を
上
げ
る
方

法
と
い
う
の
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

前
野　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
り
遥
か
に

簡
単
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
口

角
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
口
角
を
上
げ

る
と
幸
福
度
が
上
が
り
、
免
疫
力
も
高

ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
長
期
的
に
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
ま
ず
は
口
角
を
上
げ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
大
き
な
声
で
挨
拶
を
す
る
。

こ
れ
を
す
る
人
は
幸
福
度
が
高
く
、
し

な
い
人
は
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
姿
勢
を
よ
く
す
る
。
姿
勢

の
よ
い
人
は
幸
せ
で
、
倫
理
観
も
高
い
ん

で
す
。
人
間
は
不
思
議
な
も
の
で
、
笑

顔
を
つ
く
る
と
幸
せ
に
な
り
、
姿
勢
が
悪

い
と
生
き
る
姿
勢
も
悪
く
な
り
ま
す
。

　

意
外
な
と
こ
ろ
で
は
、
天
井
が
高
い

と
こ
ろ
で
働
い
て
い
る
人
の
方
が
幸
せ

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
形
か
ら
入
っ
て
幸
せ
に
な
る
方
法

も
あ
る
と
覚
え
て
お
く
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
あ
り
が
と
う
」
を

た
く
さ
ん
言
う
と
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
の
も
よ
い
で
す
。

田
上　

当
社
は
競
合
す
る
大
手
メ
ー

カ
ー
が
共
同
出
資
し
、
競
争
で
は
な
く

協
調
し
て
利
用
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
発
想
で
生
ま
れ
た
企
業

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
、
全
体
が
調
和
し
て
共

生
す
る
社
会
モ
デ
ル
に
近
く
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
合
致
し
た
企
業
運
営
を

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

前
野　

ま
さ
に
社
会
貢
献
、
利
他
の
発
想

で
す
ね
。
社
長
ご
自
身
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

点
も
高
く
評
価
で
き
ま
す
。
幸
せ
企
業
と

し
て
認
定
し
た
い
ぐ
ら
い
で
す
（
笑
）。

田
上　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

用
品
・
化
粧
品
業
界
は
、
日
々
の
暮
ら
し

に
う
る
お
い
や
快
適
さ
を
も
た
ら
す
幸

せ
産
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
事

者
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
働
け
ば
、
仕

事
や
事
業
も
う
ま
く
行
き
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
幸
せ
な
企
業
が
一
社
で
も
多
く

増
え
る
よ
う
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い

う
発
想
を
お
客
様
や
社
員
に
も
広
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

形
か
ら
入
る
こ
と
も

幸
福
度
を
上
げ
る
方
法
の
一
つ

余
裕
が
あ
れ
ば
視
野
も
広
が
り

生
産
性
や
創
造
性
も
高
ま
る

トップ
対談
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C L O S E
U P
U S E R

クローズアップ
ユーザー

Ｆ
Ａ
Ｘ
受
注
の
メ
ー
カ
ー
に
導
入
を
促
す

発
注
行
数
の
８
～
９
割
を
Ｅ
Ｄ
Ｉ
化

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
活
用
事
例

プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
に
、
企
業
戦
略
や
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
状
況
を
お
聞
き
す
る

「
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｕ
Ｐ 

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
」。

今
回
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
を
中
心
に
「
需
要
創
造
型
の
新
し
い
中
間
流
通
業
」
を
目
指
す
株
式
会
社
大
木
の
金
田
好
男
様

（
業
務
本
部 

管
理
部
部
長
）
と
高
松
誠
様
（
営
業
企
画
本
部 

営
業
企
画
一
部
部
長
）
に
、
基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
加
え
て
昨
年
か
ら

新
た
に
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
」
を
導
入
さ
れ
た
理
由
、
そ
の
効
果
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株式会社大木
業務本部 管理部 部長

金田 好男 様

株式会社大木
営業企画本部 営業企画一部 部長

高松 誠 様

　

大
木
は
医
薬
品
、
健
康
食
品
、
快
適
生
活
用

品
な
ど
七
つ
の
事
業
部
を
持
ち
、
美
と
健
康
と

快
適
な
生
活
に
資
す
る
商
品
を
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
は
江
戸
時
代
初
期
の
１
６
５
８
年
で
、

２
０
１
８
年
に
は
創
業
３
６
０
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
需
要
創
造
型
の
新
し
い
中
間
流
通
業
を
作

る
」
こ
と
を
経
営
目
標
に
掲
げ
、Ｎ
Ｂ
（
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
）商
品
の
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、

Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
商
品
の
企

画
開
発
、
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
開
発
も
行
い
、

提
案
型
商
品
に
よ
る
新
た
な
市
場
の
創
造
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
専
売
品
の
「
ア
ン
レ
ー
ベ
ル 

ラ

ボ 

Ｖ
エ
ッ
セ
ン
ス
」
が
雑
誌
『
L
D
K 

t
h
e 

B
e
a
u
t
y
』
で
３
０
０
０
以
上
の
コ
ス
メ

の
中
か
ら
年
間
総
合
１
位
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

近
年
は
ペ
ッ
ト
用
品
分
野
に
も
進
出
し
て
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
品
揃
え
提
案
を

行
い
、
猫
の
尿
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
「
し
ぐ
に
ゃ
る
」
な
ど
の
専
売
品
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
既
存
品
の
切
り
口
を
変
え
て
新
た
な

売
り
上
げ
を
つ
く
る
こ
と
も
中
間
流
通
業
の
役

割
と
認
識
し
、
消
費
者
に
気
づ
き
を
与
え
る
よ

う
な
提
案
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
１
９
８
０
年

代
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
１
年
に

は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。

理
由
の
一
つ
は
、
２
０
２
４
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
る
受
発
注
が
で
き
な
く
な
る

※
こ
と
で
す
。

　

現
在
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
注
を
行
っ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
に
切
り
替
え
を
案
内
す
る
に
あ
た
り
、
い

き
な
り
基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
移
行
す
る
の
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
る
メ
ー
カ
ー
も
多
い
と

予
想
さ
れ
た
た
め
、
機
能
は
限
定
さ
れ
る
も
の

の
手
頃
な
価
格
で
導
入
で
き
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

を
選
択
肢
と
し
て
用
意
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
１
～
２
月
の
時
点
で
当
社
が
月

平
均
３
０
０
行
以
上
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
発
注
を
し
て
い

る
メ
ー
カ
ー
へ
切
り
替
え
を
促
し
た
と
こ
ろ
、

６
月
末
ま
で
に
、
９
割
以
上
の
企
業
で
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
や
基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
移
行
し
て
い
た
だ
け

る
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当

社
全
体
の
発
注
行
数
の
８
割
か
ら
９
割
を
Ｅ
Ｄ

Ｉ
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
を
使
っ
た
受
発
注
は
、
メ
ー
カ
ー
・

卸
売
業
と
も
に
多
く
の
事
務
作
業
が
必
要
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
受
注
確
認

が
遅
れ
る
と
い
っ
た
事
態
も
招
き
ま
し
た
。
人

手
不
足
が
強
ま
っ
て
い
る
現
在
で
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
発
注
な
ど
の
定

型
業
務
を
省
力
化
し
、
新
し
い
市
場
の
創
出
な

ど
非
定
形
業
務
に
人
材
を
振
り
分
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
季
節
性
の
高
い
商
品
を
扱
う

メ
ー
カ
ー
で
は
卸
売
業
の
在
庫
状
況
を
常
に
把

専
売
品
開
発
や
既
存
品
の
提
案
で

新
た
な
売
り
上
げ
を
つ
く
る

I
Ｓ
Ｄ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
合
わ
せ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
へ
の
切
り
替
え
を
案
内

お話をうかがった方

Ｅ
Ｄ
Ｉ
導
入
で
受
発
注
業
務
や

メ
ー
カ
ー
の
在
庫
管
理
が
効
率
化

株式会社大木様

※G4規格FAXが2024年に廃止の対象
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企業情報

握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
正
確
な
在

庫
把
握
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

当
社
は
小
売
業
と
の
取
引
に
お
い
て
も
、
流

通
Ｂ
Ｍ
Ｓ
を
使
用
さ
れ
て
い
な
い
企
業
に
発
注

専
用
の
端
末
を
貸
し
出
す
な
ど
、
受
発
注
の
効

率
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

業
務
の
効
率
化
の
た
め
に
は
、
受
発
注
に
加

え
て
債
権
債
務
の
シ
ス
テ
ム
化
も
重
要
で
す
。

基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
あ
れ
ば
請
求
照
合
デ
ー
タ
を
受

け
取
れ
る
の
で
、
紙
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
請
求
書
の
よ

う
に
突
き
合
わ
せ
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
当
社
の
仕
入
額
の
70
～
75
％
は
債
権

管
理
を
デ
ー
タ
化
で
き
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
に
も
請
求
明
細
書
を
送
信
す
る
機
能
が
あ

り
ま
す
。

　

メ
ー
カ
ー
も
請
求
書
や
請
求
明
細
書
を
印
刷

し
郵
送
す
る
こ
と
が
不
要
と
な
り
、
人
件
費
や

郵
送
な
ど
の
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
M
I
T
E
O
S
を
導

入
す
る
メ
ー
カ
ー
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
M
I
T
E
O
S
は
基
幹
E
D
I

と
同

じ
仕
様
の
た
め
、
M
I
T
E
O
S
導
入
後
に
基

幹
E
D
I

に
移
行
す
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
基
幹
E
D
I

を
補
完
す
る

M
I
T
E
O
S
の
メ
リ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
重
要
性
を
認
識
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
や
来
年
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
で
、
自
社
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
追

い
風
に
、
受
発
注
や
債
権
債
務
の
処
理
が
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
、
業
界
全
体
で
効
率
化
が
進
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

請
求
照
合
デ
ー
タ
の
活
用
で

債
権
債
務
の
管
理
も
容
易
に

● アンレーベル ラボ 
　V エッセンス

● カルビーポテト 
　ポテトバッグ

● 脳トレ手芸 
  クロスステッチ
　刺しゅうキット

● しぐにゃる
大木が専売する高機能スキンケアシリーズ
「アンレーベル ラボ」の美容液。水深1万
メートルの圧力に相当する超高圧で抽出し
たビタミンC誘導体が角質層のすみずみへ浸
透。コスメを本音で評価する雑誌『LDK the 
Beauty』で、2021年総合ランキング1位に
選ばれた。

園芸需要にも対応し、企業コラボによ
るユニークな商品も提案。カルビーの
「ポテトチップス」を模した袋に培養土
が入っており、ここに種イモを植えて水
やりをするだけで、手軽にじゃがいもの
栽培・収穫ができる。

手芸用品店のユザワヤが発売した認知
機能向上に役立つ刺しゅうキット。大
木は高齢化社会において小売店が「街
の健康ハブステーション」となることを
サポート。その取り組みの中でフレイ
ル予防のためのモノ・コト提案にも力
を入れる。

ペットヘルスケアに力を入れ、ペットの長寿
命化・高齢化などに伴う健康ニーズに対応
した商品や売場を提案。「しぐにゃる」は猫
の尿の状態によって色が変化。普段の猫砂
として利用するだけで猫の体調を可視化し、
トラブルがあったときに早期発見することが 
できる。

企業名

本社所在地
代表者

事業内容

創　業　 設　立
 株式会社大木
 1658年（万治元年）6月17日 1912年（大正元年）10月20日
 東京都文京区音羽2-1-4　TEL. 03-3947-2232
 代表取締役社長執行役員　松井秀正
 代表取締役副社長執行役員　宇部由信
 美と健康と快適な生活に資する医薬品、化粧品、衛生雑貨、介護用品、乳製品、食品、健康 
 食品等の流通部門を担い、家庭で消費されるこれらの商品の薬局、薬店、調剤薬局、スーパー、 
 デパート、CVS、ディスカウントストア、ホームセンター、生協などあらゆる業態への商品供給
 http://www.ohki-net.co.jp/ohki-group/ohki.htmlホームページ

美と健康、快適な生活に資するさまざまな商品を供給
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「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」の
ご
紹
介

もっと
知りたい！

ロジスティクスＥＤＩ

4Vol. 当
社
は「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」の
提
供
を
通
じ
て
、化
粧
品
日
用
品
業
界
の
物
流
業
務
の
効
率
化
・

標
準
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
11
月
、
デ
ー
タ
種
の
第
２
弾
と
し
て
「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」
を
リ
リ
ー
ス
す
る
予
定
で
す
。

同
デ
ー
タ
の
活
用
法
や
、
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

 〈おわりに〉
出荷予定データはすでにメーカー・卸売業間での運用が始まり、使用してのご感想やご意見をお寄せいただいています。ロジスティクス
EDIは、今後もユーザー様からの声をもとに改良や機能追加を行っていきます。
ご不明な点やもっと詳しく知りたいことがございましたら、お問い合わせください。

株式会社プラネット　ロジスティクスEDI担当　Mail：logi@planet-van.co.jp　お問い合わせ先 お気軽にご相談ください。

■ペーパーレス化に向けた活用イメージ

メーカーまたは
物流事業者

卸売業

①発注

②在庫引当

③出荷確定

予定情報

確定情報

④入荷確定

発注データ

入荷検収データ

10/4　発注
・歯ブラシ 10

10/5　納品予定　
・歯ブラシ 10

10/4　発注
・ドッグフード 20

10/5　入荷
・歯ブラシ 10

10/5　入荷
・ドッグフード 20

10/5　納品予定
・歯ブラシ 10

10/5　納品予定
・ドッグフード 20

出荷予定データ 
～在庫引当～

出荷予定データ（ＡＳＮ※）
 ～出荷確定～

発注データ

入荷検収データ

出荷予定データ 
～在庫引当～

出荷予定データ（ＡＳＮ※）
 ～出荷確定～

　
近
年
、
人
手
不
足
や
物
流
コ
ス
ト
の
増

大
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
な
ど
を
背
景

に
、
物
流
業
務
を
効
率
化
す
る
必
要
性
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２

０
２
４
年
４
月
か
ら
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間

外
労
働
に
年
間
９
６
０
時
間
の
上
限
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、
働
き
方
改
革
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
当
社
は
化
粧
品
日
用
品
業
界
の
物
流
業
務

を
効
率
化
す
る
一
助
と
な
る
べ
く
、「
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
、
物
流
に

関
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
メ
ー
カ
ー
・
卸
売
業

間
で
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
載
の
最

適
化
や
ト
ラ
ッ
ク
待
機
時
間
の
削
減
、
伝
票

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
を
図
り
、
輸
配
送

事
業
者
も
含
め
て
業
界
全
体
の
業
務
改
善
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
し
て
、
２
０
２
０
年

２
月
に
そ
の
全
体
像
を
示
す
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
概
要
書
」
を
公
表
し
、
２
０
２

１
年
１
月
に
は
各
社
の
シ
ス
テ
ム
環
境
に
合

わ
せ
た
「
運
用
想
定
」「
導
入
ス
テ
ッ
プ
案
」

を
追
加
し
た
概
要
書
の
Ｖ
ｅ
ｒ
．２
・
０
を
公

表
し
ま
し
た
。
こ
の
概
要
書
の
中
で
、
交
換

さ
れ
る
デ
ー
タ
種
の
定
義
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
デ
ー
タ
種
の
第
１
弾
と
し
て
、
２
０
２
０
年

８
月
に
「
出
荷
予
定
デ
ー
タ
」
を
リ
リ
ー
ス
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
卸
売
業
へ

商
品
を
届
け
る
際
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
や
到

着
予
定
日
時
、
欠
品
の
有
無
な
ど
を
事
前
に
知

ら
せ
る
こ
と
で
、
荷
卸
し
や
検
品
な
ど
の
作
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
年
11
月
、
デ
ー
タ
種
の
第
２
弾

と
し
て
「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」
を
リ
リ
ー
ス

し
ま
す
。

　
入
荷
検
収
デ
ー
タ
は
、
入
荷
検
品
完
了
後

に
卸
売
業
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ
検
収
結
果
を
送

信
す
る
も
の
で
す
。

　
メ
ー
カ
ー
側
に
は
、
入
荷
検
収
デ
ー
タ
を

受
け
取
る
こ
と
で
、
関
連
部
門
（
特
に
物
流

管
理
部
門
、
営
業
部
門
）
と
の
共
有
が
迅
速

化
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
出
荷
予
定
デ
ー
タ
は
、
出
荷
が
複
数
の
ト

ラ
ッ
ク
に
分
か
れ
る
と
き
、
ど
の
ト
ラ
ッ
ク

に
ど
の
商
品
が
積
ま
れ
て
い
る
か
を
車
両
単

位
で
メ
ー
カ
ー
か
ら
通
知
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
入
荷
検
収
デ
ー
タ
も
出

荷
予
定
デ
ー
タ
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
卸

売
業
が
車
両
単
位
で
検
収
結
果
を
返
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
入
荷
検
収
デ
ー
タ
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

の
一
つ
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
す
。

　
従
来
の
入
荷
で
は
、
卸
売
業
の
印
を
押
し

た
受
領
書
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が
持
ち
帰
っ
て
、

物
流
業
者
の
拠
点
で
保
管
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
は
手
元
に
受
領

書
が
な
い
た
め
、
監
査
な
ど
で
必
要
に
な
る

と
、
輸
配
送
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
取
り
寄

せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
受
領
書
は
法
律

で
原
則
７
年
間
の
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
企
業
に
よ
っ
て
は
か
な
り
の
量

の
受
領
書
を
保
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
入
荷
検
収
デ
ー
タ
は
受
領
書
に
代
わ
る
も

の
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
が
直
接
確
認
で
き
、

保
管
や
問
い
合
わ
せ
の
手
間
を
省
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
も
、
基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
仕
入

伝
票
に
代
わ
る
仕
入
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
納
品
案
内
書
に
代
わ
る

出
荷
予
定
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
な
ど
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。

　
前
回※

の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
少
し
触
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
「
業

際
統
一
伝
票
」
は
複
写
式
の
た
め
コ
ス
ト
が

高
く
、
ま
た
専
用
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
字
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
業
際
統
一
伝

票
の
代
わ
り
に
各
企
業
が
独
自
に
使
用
し
て

い
る
Ａ
４
普
通
紙
な
ど
の
伝
票
は
、
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
が
不
統
一
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　
業
界
全
体
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
荷
予
定
デ
ー
タ
と
あ

わ
せ
て
、
入
荷
検
収
デ
ー
タ
の
導
入
を
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
も
っ
と
知
り
た
い
！ 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

E
D
I 

V
o
l.
3

 

　「
日
用
品
に
お
け
る
物
流
標
準
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」を
取
り
ま
と
め

　
本
誌 

V
o
l.
1
3
4
（
2
0
2
2
年
4

月
発
行
・
春
号
）

※ASN：Advanced Shipping Notice＝事前出荷案内。納入業者（メーカー等）から納品先（物流センター等）に対し、出荷情報を事前に通知すること

物
流
業
務
の
効
率
化
、

働
き
方
改
革
を
後
押
し
す
る

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ

デ
ー
タ
種
の
第
2
弾

「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」
を

新
た
に
リ
リ
ー
ス

卸
売
業
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ

検
収
結
果
を

直
接
デ
ー
タ
送
信

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
後
押
し

業
界
全
体
の

コ
ス
ト
削
減
や
標
準
化
を
促
進

入
荷
検
収
デ
ー
タ
で

受
領
書
を
代
替
し

保
管
や
問
い
合
わ
せ
の
手
間
を
削
減
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「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」の
ご
紹
介

もっと
知りたい！

ロジスティクスＥＤＩ

4Vol.当
社
は「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」の
提
供
を
通
じ
て
、化
粧
品
日
用
品
業
界
の
物
流
業
務
の
効
率
化
・

標
準
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
11
月
、
デ
ー
タ
種
の
第
２
弾
と
し
て
「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」
を
リ
リ
ー
ス
す
る
予
定
で
す
。

同
デ
ー
タ
の
活
用
法
や
、
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

 〈おわりに〉
出荷予定データはすでにメーカー・卸売業間での運用が始まり、使用してのご感想やご意見をお寄せいただいています。ロジスティクス
EDIは、今後もユーザー様からの声をもとに改良や機能追加を行っていきます。
ご不明な点やもっと詳しく知りたいことがございましたら、お問い合わせください。

株式会社プラネット　ロジスティクスEDI担当　Mail：logi@planet-van.co.jp　お問い合わせ先 お気軽にご相談ください。

■ペーパーレス化に向けた活用イメージ

メーカーまたは
物流事業者

卸売業

①発注

②在庫引当

③出荷確定

予定情報

確定情報

④入荷確定

発注データ

入荷検収データ

10/4　発注
・歯ブラシ 10

10/5　納品予定　
・歯ブラシ 10

10/4　発注
・ドッグフード 20

10/5　入荷
・歯ブラシ 10

10/5　入荷
・ドッグフード 20

10/5　納品予定
・歯ブラシ 10

10/5　納品予定
・ドッグフード 20

出荷予定データ 
～在庫引当～

出荷予定データ（ＡＳＮ※）
 ～出荷確定～

発注データ

入荷検収データ

出荷予定データ 
～在庫引当～

出荷予定データ（ＡＳＮ※）
 ～出荷確定～

　
近
年
、
人
手
不
足
や
物
流
コ
ス
ト
の
増

大
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
な
ど
を
背
景

に
、
物
流
業
務
を
効
率
化
す
る
必
要
性
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２

０
２
４
年
４
月
か
ら
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間

外
労
働
に
年
間
９
６
０
時
間
の
上
限
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、
働
き
方
改
革
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
当
社
は
化
粧
品
日
用
品
業
界
の
物
流
業
務

を
効
率
化
す
る
一
助
と
な
る
べ
く
、「
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
、
物
流
に

関
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
メ
ー
カ
ー
・
卸
売
業

間
で
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
載
の
最

適
化
や
ト
ラ
ッ
ク
待
機
時
間
の
削
減
、
伝
票

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
を
図
り
、
輸
配
送

事
業
者
も
含
め
て
業
界
全
体
の
業
務
改
善
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
し
て
、
２
０
２
０
年

２
月
に
そ
の
全
体
像
を
示
す
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
概
要
書
」
を
公
表
し
、
２
０
２

１
年
１
月
に
は
各
社
の
シ
ス
テ
ム
環
境
に
合

わ
せ
た
「
運
用
想
定
」「
導
入
ス
テ
ッ
プ
案
」

を
追
加
し
た
概
要
書
の
Ｖ
ｅ
ｒ
．２
・
０
を
公

表
し
ま
し
た
。
こ
の
概
要
書
の
中
で
、
交
換

さ
れ
る
デ
ー
タ
種
の
定
義
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

デ
ー
タ
種
の
第
１
弾
と
し
て
、
２
０
２
０
年

８
月
に
「
出
荷
予
定
デ
ー
タ
」
を
リ
リ
ー
ス
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
卸
売
業
へ

商
品
を
届
け
る
際
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
や
到

着
予
定
日
時
、
欠
品
の
有
無
な
ど
を
事
前
に
知

ら
せ
る
こ
と
で
、
荷
卸
し
や
検
品
な
ど
の
作
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
今
年
11
月
、
デ
ー
タ
種
の
第
２
弾

と
し
て
「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」
を
リ
リ
ー
ス

し
ま
す
。

　
入
荷
検
収
デ
ー
タ
は
、
入
荷
検
品
完
了
後

に
卸
売
業
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ
検
収
結
果
を
送

信
す
る
も
の
で
す
。

　
メ
ー
カ
ー
側
に
は
、
入
荷
検
収
デ
ー
タ
を

受
け
取
る
こ
と
で
、
関
連
部
門
（
特
に
物
流

管
理
部
門
、
営
業
部
門
）
と
の
共
有
が
迅
速

化
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
出
荷
予
定
デ
ー
タ
は
、
出
荷
が
複
数
の
ト

ラ
ッ
ク
に
分
か
れ
る
と
き
、
ど
の
ト
ラ
ッ
ク

に
ど
の
商
品
が
積
ま
れ
て
い
る
か
を
車
両
単

位
で
メ
ー
カ
ー
か
ら
通
知
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
入
荷
検
収
デ
ー
タ
も
出

荷
予
定
デ
ー
タ
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
卸

売
業
が
車
両
単
位
で
検
収
結
果
を
返
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
入
荷
検
収
デ
ー
タ
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

の
一
つ
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
す
。

　
従
来
の
入
荷
で
は
、
卸
売
業
の
印
を
押
し

た
受
領
書
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が
持
ち
帰
っ
て
、

物
流
業
者
の
拠
点
で
保
管
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
は
手
元
に
受
領

書
が
な
い
た
め
、
監
査
な
ど
で
必
要
に
な
る

と
、
輸
配
送
業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
取
り
寄

せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
受
領
書
は
法
律

で
原
則
７
年
間
の
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
企
業
に
よ
っ
て
は
か
な
り
の
量

の
受
領
書
を
保
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
入
荷
検
収
デ
ー
タ
は
受
領
書
に
代
わ
る
も

の
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
が
直
接
確
認
で
き
、

保
管
や
問
い
合
わ
せ
の
手
間
を
省
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当
社
は
こ
れ
ま
で
も
、
基
幹
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
仕
入

伝
票
に
代
わ
る
仕
入
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ
で
納
品
案
内
書
に
代
わ
る

出
荷
予
定
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
な
ど
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。

　
前
回※

の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
少
し
触
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
「
業

際
統
一
伝
票
」
は
複
写
式
の
た
め
コ
ス
ト
が

高
く
、
ま
た
専
用
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
字
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
業
際
統
一
伝

票
の
代
わ
り
に
各
企
業
が
独
自
に
使
用
し
て

い
る
Ａ
４
普
通
紙
な
ど
の
伝
票
は
、
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
が
不
統
一
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　
業
界
全
体
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
荷
予
定
デ
ー
タ
と
あ

わ
せ
て
、
入
荷
検
収
デ
ー
タ
の
導
入
を
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
も
っ
と
知
り
た
い
！
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

E
D
I
V
o
l.
3

　「
日
用
品
に
お
け
る
物
流
標
準
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」を
取
り
ま
と
め

本
誌
V
o
l.
1
3
4
（
2
0
2
2
年
4

月
発
行
・
春
号
）

※ASN：Advanced Shipping Notice＝事前出荷案内。納入業者（メーカー等）から納品先（物流センター等）に対し、出荷情報を事前に通知すること

物
流
業
務
の
効
率
化
、

働
き
方
改
革
を
後
押
し
す
る

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
Ｅ
Ｄ
Ｉ

デ
ー
タ
種
の
第
2
弾

「
入
荷
検
収
デ
ー
タ
」
を

新
た
に
リ
リ
ー
ス

卸
売
業
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ

検
収
結
果
を

直
接
デ
ー
タ
送
信

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
後
押
し

業
界
全
体
の

コ
ス
ト
削
減
や
標
準
化
を
促
進

入
荷
検
収
デ
ー
タ
で

受
領
書
を
代
替
し

保
管
や
問
い
合
わ
せ
の
手
間
を
削
減
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全
銀
T
C
P
/
I
P
手
順

サ
ポ
ー
ト
終
了
に
伴
う

通
信
手
順
切
替
の
お
願
い

※セミナー抄録はこちらをご覧ください

ご不明点などございましたら
お気軽にお問い合わせください。

P L A N E T 
     P L A Z A

NEWS & TOPICS

　

か
ね
て
よ
り
ご
案
内
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
通
り
、N
T
T
東
西
か
ら
の
「
I
N
S

ネ
ッ
ト
デ
ィ
ジ
タ
ル
通
信
モ
ー
ド
終
了
」

の
発
表
を
受
け
ま
し
て
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト

E
D
I

サ
ー
ビ
ス
で
は
全
銀
T
C
P
/

I
P
手
順
の
サ
ポ
ー
ト
を
2
0
2
2
年
12

月
末
で
終
了
い
た
し
ま
す
。
す
で
に
９
割

近
く
の
ユ
ー
ザ
ー
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

手
順
（
J
X
手
順
・
A
S
2
手
順
）
へ
の

切
替
を
実
施
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
対
応

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
手
順
へ
切
替
い
た
だ
け
て

い
な
い
ユ
ー
ザ
ー
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

残
り
お
よ
そ
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
早
め
に
切
替
の
手
続
き
を
開
始
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
ラ
ネ
ッ
ト
E
D
I
セ
ミ
ナ
ー
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
準
備
事
項
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
ま
し
た

「
第
22
回
J
A
P
A
N
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
シ
ョ
ー
」
に
出
展
し
ま
し
た

　

2
0
2
3
年
10
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ

る
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）
は
、
E
D
I

サ
ー
ビ
ス
の
ご
利

用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
ユ
ー

ザ
ー
様
に
影
響
が
ご
ざ
い
ま
す
。そ
こ
で
、

簿
記
や
税
理
士
講
座
の
講
師
で
あ
る
⽥
辺

直
樹
⽒
に
制
度
の
概
要
を
ご
講
演
い
た
だ

き
、
当
社
担
当
者
か
ら
E
D
I

を
利
用
し

た
対
応
案
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
し

た
（
2
0
2
2
年
6
月
1
日
～
7
月
1
日

配
信
）。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
実
務
対
応

　

⽥
辺 

直
樹
⽒
（
株
式
会
社
ナ
オ
企
画　

代
表
取
締
役
社
長
）

　

2
0
2
2
年
8
月
19
日（
金
）～
21
日（
日
）

に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
第

22
回
J
A
P
A
N
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
シ
ョ
ー
」

（
主
催
：
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
協

会
）
に
出
展
し
「
新
製
品
カ
タ
ロ
グ
」
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

弊
社
ブ
ー
ス
に
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
プ
ラ
ネ
ッ
ト
E
D
I

で
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
に
つ
い
て

　

山
口 

和
也
（
株
式
会
社
プ
ラ
ネ
ッ
ト　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
本
部　

企
画
開
発
部　

チ
ー
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

お問い合わせ先：
株式会社プラネット　営業部　Mail：shouhizei@planet-van.co.jp

お問い合わせ先：
株式会社プラネット ネットワーク管理部　
Mail：syskan@planet-van.co.jp
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TOPIC
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TOPIC
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山口 和也

田辺 直樹氏

本年の弊社ブース
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意識調査 From プラネット
特 集  「レジリエンス（しなやかな）社会」の
　　実現 ～未知の脅威を乗り越える

トップ対談

幸せなチームが未来を拓く

ウェルビーイング経営のすすめ

CLOSE UP USER　株式会社大木様

もっと知りたい！～ロジスティクスEDI Vol.4

PLANET PLAZA
日本の郷土玩具ばなし

監修：NTT宇宙環境エネルギー研究所

慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科教授
ウェルビーイングリサーチセンター長　前野 隆司氏
株式会社プラネット 代表取締役社長　 田上 正勝

contents
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14

16

表紙写真／訪ねてみたい日本の四季「山梨県 河口湖」　　撮影／たけたろ

11月頃になると河口湖周辺では紅葉まつりが開催され、夜には鮮や
かに色づいた紅葉のライトアップも行われます。河口湖の北岸は、
富士山と紅葉、河口湖を一緒に楽しめるのでおすすめです。

　　　　 たけたろ／竹島 僚汰朗：カメラにハマったことで「まだ見たことのない
美しい景色・現象」があることに気づき、休日には軽バンで車中泊をしながら日
本全国の四季の景色や動物たちを撮影。SNSを中心に作品発表を行い、国内外
のフォトコンテスト受賞歴も多数。Instagram:@_take_taro_

アンケートご協力ください

AFTER_WORDS 編集後記

弊社では2020年より、EDIをご利用のユーザー様へ、全銀TCP/IP手順のサポートを本
年12月末で終了するご案内を行ってまいりました。全銀TCP/IP手順の代わりとなるイン
ターネット手順への切替にご理解ご協力を賜り御礼申し上げます。今後予定されている 
インボイス制度や、改正電子帳簿保存法の対応なども引き続き提供してまいります。（M・I）

プ ラ ネット
ヴァンヴァン

2022 Autumn
 Vol.136

Planet
VAN

VAN

Profile
Taketaro’s 
comment

※無料でご参加いただけますが、事前のお申し込みが必要です
※両会場とも、懇親会はございません

TOPIC

01

TOPIC

TOPIC

02

TOPIC

03

TOPIC

04
　

毎
年
秋
に
開
催
す
る
ユ
ー
ザ
ー
会
の
概
要
を
左
記
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
3
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
（
大
阪
、
東
京
）
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
日
時
・
会
場
】

■
大
阪
会
場

11
月
9
日
（
水
）
14
時
～
17
時
（
13
時
30
分
開
場
）（
予
定
）

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
大
阪
市
北
区
）

■
東
京
会
場

11
月
17
日
（
木
）
14
時
～
17
時
（
13
時
30
分
開
場
）（
予
定
）

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ホ
ー
ル
B
7
（
東
京
都
千
代
⽥
区
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
基
調
講
演

・
テ
ー
マ
：
最
大
の
生
産
性
を
上
げ
る
最
高
の
チ
ー
ム
創
り

　

～
企
業
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
重
要
性
～

・
講　

師
：
プ
ロ
ノ
イ
ア
・
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
代
表
取
締
役

ピ
ョ
ー
ト
ル
・
フ
ェ
リ
ク
ス
・
グ
ジ
バ
チ
⽒

●
プ
ラ
ネ
ッ
ト
か
ら
の
ご
報
告
　
他

「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
会
2
0
2
2
」
を
リ
ア
ル
で
開
催
し
ま
すお問い合わせ先：株式会社プラネット　ユーザー会事務局　Mail：userkaijim@planet-van.co.jp

プロフィール
連続起業家、投資家、経営コンサルタン
ト、執筆者。モルガン・スタンレーを経て、
Googleで人材開発、組織改革、リーダー
シップ開発に従事。2015年に独立し、未
来創造企業のプロノイア・グループを設立。
2016年にHRテクノロジー企業モティファ
イを共同創立し、2020年にエグジット。
2019年に起業家教育事業のTimeLeapを
共同創立。 2022年からGA technologies
社外取締役に就任。ベストセラー『ニュー
エリート グーグル流・新しい価値を生み出
し世界を変える人たち』他、『パラダイムシ
フト 新しい世界をつくる本質的な問いを議
論しよう』『PLAY WORK（プレイ・ワーク）』
など著書多数。新著に『世界最高のコーチ』。
ポーランド出身。
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「
キ
ナ
キ
ナ
と

デ
ク
ノ
ボ
ー
こ
け
し
」

南
部
系
こ
け
し
（
岩
手
県
）　

　

グ
ッ
と
下
部
が
く
び
れ
た
胴
に
丸
い
頭
の
シ
ン
プ
ル
な
こ
け

し
。
マ
ン
ト
を
羽
織
り
帽
子
を
被
っ
た
頭
が
俯

う
つ
むき

加
減
な
こ
け

し
。
無
彩
ゆ
え
、「
木
」
そ
の
も
の
が
見
え
、
多
様
な
表
情
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。
使
わ
れ
る
木
は
ア
オ
ハ
ダ
を
主
に
ヤ
マ
ナ
シ
や

楓
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
岩
手
県
花
巻
市
や
盛
岡
市
で
作
ら
れ
る

南
部
系
こ
け
し
と
い
う
も
の
で
す
。

　

も
と
も
と
南
部
系
の
こ
け
し
は
こ
け
し
で
は
な
く
赤
ち
ゃ
ん
の

お
し
ゃ
ぶ
り
と
し
て
江
戸
時
代
後
期
頃
に
作
ら
れ
始
め
た
よ
う

で
す
。「
キ
ナ
キ
ナ
」
と
呼
ば
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
が
握
り
や
す
い
小

さ
な
も
の
で
、
く
わ
え
た
部
分
が
口
の
中
で
動
く
よ
う
に
ゆ
る

く
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
キ
ナ
キ
ナ
と
い
う
少
し
変
わ
っ
た
呼

び
名
は
、
は
め
込
ま
れ
た
頭
が
揺
れ
る
様
子
の
擬
音
語
。
オ
ノ

マ
ト
ペ

※
を
得
意
と
す
る
宮
沢
賢
治
の
出
身
地
ら
し
い
楽
し
い
呼

び
名
で
す
。

　

宮
沢
賢
治
と
い
え
ば
、
右
の
こ
け
し
。「
デ
ク
ノ
ボ
ー
こ
け

し
」
と
い
っ
て
、
賢
治
を
モ
チ
ー
フ
に
花
巻
の
煤す

す

孫ま
ご

盛も
り

造ぞ
う

さ
ん
が

創
案
し
た
も
の
。
頭
が
揺
れ
る
キ
ナ
キ
ナ
の
特
性
を
活
か
し
、

帽
子
を
被
り
俯

う
つ
むい

た
賢
治
の
立
ち
姿
を
こ
け
し
化
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
の
子
ど
も
が
赤
子
だ
っ
た
頃
、
お
も
ち
ゃ
と
し
て
キ
ナ

キ
ナ
を
渡
す
と
、
手
に
し
た
瞬
間
、
躊
躇
な
く
頭
部
を
口
に
含

み
、
チ
ュパ
チ
ュパ
と
し
ゃ
ぶ
っ
た
り
、
ハ
ム
ハ
ム
と
噛
ん
だ
り
し
始

め
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
口
や
舌
で
な
ん
で
も
確
認
す
る
と
は
い

え
、
あ
ま
り
に
も
自
然
な
動
き
が
な
ん
だ
か
嬉
し
く
、
使
わ
な

く
な
っ
た
今
で
も
、
歯
形
が
つ
い
た
キ
ナ
キ
ナ
は
僕
の
お
も
ち
ゃ

棚
に
懐
か
し
い
思
い
出
と
共
に
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
一
澄
（
さ
さ
き
か
ず
と
）

１
９
８
２
年
東
京
生
ま
れ
。
多
摩
美
術
大
学
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

学
科
卒
業
。
雑
誌
、
書
籍
、
絵
本
な
ど
の
仕
事
を
中
心
に
活
動
。
絵
本

作
品
に
『
か
ら
だ
あ
い
う
え
お
』（
保
育
社
）、『
う
み
と
り
く
の
か
ら

だ
の
は
な
し
』（
童
心
社
）
な
ど
。
著
書
に
『
て
の
ひ
ら
の
え
ん
ぎ
も

の
』（
二
見
書
房
）、『
こ
け
し
図
譜
』（
誠
文
堂
新
光
社
）。

※オノマトペ ：自然界の音・声、物事の状態や動きなどを音で象徴的に表した語

第
３
回


